
　
十
一
月
七
日

　
朝
送
ら
れ
て
き
た
紫
明
十
三
号
パ
ラ
パ
ラ
と
繰
っ
て
い
る
内
に
、
表
紙
の

図
形
に
見
覚
え
が
あ
る
な
と
気
付
い
た
。
案
の
定
山
口
勝
弘
さ
ん
の
絵
が
表

紙
に
な
っ
て
い
る
。
今
迄
気
付
か
な
か
っ
た
自
分
が
情
け
な
い
。
第
一
号
か

ら
ズ
ッ
ー
と
の
事
だ
っ
た
よ
う
だ
。
丹
波
古
陶
館
、
能
の
世
界
と
山
口
勝
弘

が
結
び
つ
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
今
号
の
特
集
は
禅
で
あ
る
。
こ
の
一

週
間
程
我
な
が
ら
ブ
ッ
キ
ッ
シ
ュ
な
時
間
を
送
り
過
ぎ
て
い
る
。
こ
の
禅
特

集
も
読
ん
で
し
ま
い
そ
う
、
危
な
い
な
。
表
紙
の
山
口
勝
弘
の
絵
が
門
の
よ

う
に
も
視
え
て
く
る
か
ら
不
思
議
だ
。
本
の
世
界
は
頭
脳
の
運
動
の
フ
ィ
ー

ル
ド
な
の
か
な
。
年
を
と
っ
た
ら
一
日
中
、
本
を
読
ん
で
い
る
よ
う
な
時
間

に
な
る
ん
だ
ろ
う
か
。
十
一
時
過
研
究
室
。
忍
田
邸
の
ス
ケ
ッ
チ
を
森
川
、

安
藤
に
渡
す
。
グ
リ
ー
ン
・
ア
ロ
ー
の
小
川
さ
ん
突
然
来
室
。
秩
父
の
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
写
真
ゲ
ラ
見
せ
ら
れ
る
。
面
白
い
で
す
、
コ
レ
と
言
っ
て

く
れ
た
。
内
閣
府
へ
沖
縄
関
係
の
書
類
送
る
。
李
祖
原
よ
り
金
門
島
戦
争
美

術
館
の
共
同
設
計
計
画
を
す
す
め
る
と
言
わ
れ
る
。
現
在
は
金
門
島
の
島
全

体
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
と
の
事
で
、
次
に
建
築
の
設
計
に
な
る

ら
し
い
。
い
か
に
も
中
国
の
仕
事
ら
し
い
進
め
方
だ
。
芸
術
学
校
の
鈴
木
了

二
と
雑
談
。
芸
術
学
校
の
近
未
来
に
に
つ
い
て
。
夕
方
、
こ
れ
ま
で
の
Ａ
３

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
職
人
・
芸
術
・
建
築
）
か
ら
３
年
間
の
早
稲
田
・
バ
ウ

ハ
ウ
ス
Ｉ
Ｎ
佐
賀
、
Ｉ
Ｎ
ワ
イ
マ
ー
ル
、
東
京
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
於
東
京

ガ
ス
）
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
Ｇ
そ
し
て
、
上
海
ス
タ
ジ

オ
、
沖
縄
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
歴
史
を
ま
と
め
る
。
こ
の
財
産
は
生
か
さ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
二
〇
〇
四
年
夏
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
つ
く
る
。
こ
の
ス

タ
ジ
オ
が
母
体
に
な
っ
て
、
物
が
一
つ
で
も
作
れ
る
と
大
き
く
径
が
開
け
る

の
だ
が
。
十
九
時
半
ま
で
か
か
っ
た
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
デ
ー
ビ
ッ
ト
の
デ
ザ

イ
ン
能
力
は
仲
々
の
も
の
だ
。
何
が
一
つ
早
急
に
任
せ
て
み
よ
う
か
。
仕
事

の
一
部
が
Ｔ
Ｖ
放
映
さ
れ
て
、
問
い
合
わ
せ
、
仕
事
の
依
頼
な
ど
が
多
い
。

住
宅
の
仕
事
は
選
ば
せ
て
頂
く
。
尋
ね
き
て
下
さ
る
の
が
先
ず
第
一
の
条
件

だ
ろ
う
。
偉
そ
う
な
事
を
言
う
が
、
住
宅
の
設
計
は
金
に
は
な
り
難
い
。
余

程
面
白
く
な
け
れ
ば
手
を
出
し
た
く
な
い
が
、
そ
の
面
白
い
か
ど
う
か
は
依

頼
者
と
会
わ
ね
ば
解
ら
な
い
。
二
〇
時
九
州
の
打
合
わ
せ
。
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ

ン
チ
ー
ム
は
モ
ゾ
モ
ゾ
動
い
て
い
る
が
成
果
は
挙
が
る
の
か
。
難
波
和
彦
先

生
よ
り
「
技
術
と
歴
史
」
研
究
会
発
足
趣
旨
送
ら
れ
て
く
る
。
流
石
キ
チ
ン

と
し
て
い
る
。
二
十
二
時
過
忍
田
邸
基
本
設
計
の
ま
と
め
。
小
さ
な
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
沢
山
使
っ
て
、
バ
ラ
ー
ド
の
典
型
み
た
い
な
家
の
案
に
な
っ
た
。
マ

イ
ル
ス
・
デ
ー
ビ
ス
の
飾
り
の
つ
い
た
四
輪
馬
車
の
感
じ
か
な
。
二
十
三
時

半
頃
世
田
谷
村
に
帰
る
。

　
今
日
は
目
一
杯
に
や
れ
た
。
思
い
出
し
て
、
研
究
室
に
し
ま
い
込
ん
で
積

ん
で
あ
っ
た
「
建
築
」
批
判
鈴
木
隆
之
著
持
ち
帰
り
読
む
。
一
九
九
五
年
の

本
で
あ
る
。
鈴
木
隆
之
も
今
の
と
こ
ろ
建
築
家
と
し
て
は
ど
う
も
う
ま
く
い

っ
て
い
な
い
部
類
だ
が
、
今
度
の
五
〇
〇
万
円
の
激
安
ハ
ウ
ス
を
き
っ
か
け

に
再
生
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
う
が
、
ど
う
か
な
。
八
年
程
昔
の
本
を
読
む
と
、

私
の
事
を
随
分
と
批
評
し
て
い
て
、
石
山
は
ピ
ン
チ
の
連
続
で
九
〇
年
代
に

入
っ
て
、
行
き
づ
ま
り
で
あ
る
、
み
た
い
な
事
が
書
い
て
あ
っ
た
。
当
時
は

私
は
こ
の
本
を
熟
読
し
て
い
な
い
。
私
は
今
で
も
ピ
ン
チ
の
連
続
だ
が
、
鈴

木
隆
之
に
言
わ
れ
る
程
に
は
危
機
的
で
は
な
い
。
今
で
も
圧
倒
的
少
数
派
で

あ
る
事
は
確
か
で
あ
る
が
、
彼
が
言
う
よ
う
に
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
ば
か
り

い
る
わ
け
で
も
な
い
。
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
建
築
業
界
だ
け
だ
ろ
う
。

私
を
共
同
体
の
物
語
り
建
築
家
と
し
て
批
評
し
て
い
る
の
だ
が
、
一
面
を
し
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か
視
て
い
な
い
。
深
夜
二
時
に
読
了
。
明
日
、
否
、
今
日
は
現
場
を
二
件
廻

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
に
、
変
な
モ
ノ
に
つ
か
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
十
月

は
た
そ
が
れ
の
国
は
レ
イ
・
ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ
ー
で
あ
る
が
、
一
月
お
く
れ
の

十
一
月
は
や
た
ら
に
本
に
つ
か
ま
る
な
。

　
十
一
月
八
日

　
九
時
半
向
ヶ
丘
遊
園
駅
、
待
ち
合
わ
せ
森
川
と
野
田
邸
現
場
。
野
田
さ
ん

親
子
に
も
お
目
に
か
か
る
。
昼
過
新
宿
で
待
合
わ
せ
安
藤
と
指
扇
、
朝
山
邸

現
場
。
大
き
な
照
明
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
寸
大
、
実
験
。
こ
れ
は
我
な
が
ら

面
白
か
っ
た
。
座
敷
童
子
が
大
き
く
な
っ
て
顕
在
化
し
ち
ゃ
っ
た
よ
う
な
も

の
。
十
九
時
世
田
谷
村
に
戻
る
。
昨
夜
あ
ん
ま
り
眠
っ
て
い
な
い
の
で
、
食

事
し
て
す
ぐ
眠
る
。
す
い
眠
を
充
分
に
と
ら
な
い
と
も
う
駄
目
だ
な
。

　
十
一
月
九
日
　
日
曜
日

　
朝
六
時
起
床
、
メ
モ
を
記
し
、
ラ
ン
ダ
ム
に
手
近
な
本
を
パ
ラ
パ
ラ
と
繰

る
。
今
日
は
衆
議
院
総
選
挙
の
日
。
が
し
か
し
、
学
部
卒
論
の
発
表
会
だ
。

日
曜
日
に
、
し
か
も
選
挙
の
日
に
こ
ん
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
た
馬
鹿

は
誰
だ
。
昨
日
の
照
明
座
敷
童
子
の
実
験
は
面
白
か
っ
た
。
ア
ノ
ア
イ
デ
ア

は
思
い
付
き
で
は
な
く
っ
て
、
何
年
も
前
か
ら
考
え
て
い
た
事
だ
っ
た
。
世

田
谷
村
の
屋
上
に
異
様
な
フ
ォ
ル
ム
の
人
形
が
登
場
し
た
時
か
ら
か
、
あ
る

い
は
モ
ッ
と
ズ
ッ
ー
と
昔
、
伊
豆
の
長
八
美
術
館
の
二
期
工
事
で
、
空
中
に

色
ガ
ラ
ス
の
旗
を
建
て
た
時
か
ら
か
。
ア
ノ
人
形
の
フ
ワ
ッ
ー
と
し
た
媒
体

状
の
も
の
を
色
ん
な
と
こ
ろ
に
登
場
さ
せ
る
の
は
ど
う
か
な
。

　
九
時
四
十
五
分
研
究
室
。
十
時
卒
論
発
表
開
始
計
画
系
総
勢
六
五
名
。
只

今
、
十
八
時
二
〇
分
ア
ト
五
組
ま
で
辿
り
着
い
た
。
頭
が
ボ
ー
ッ
と
し
て
す

で
に
思
考
能
力
は
薄
れ
て
い
る
。
今
年
は
六
五
名
の
中
で
こ
れ
は
面
白
い
と

い
う
論
文
は
今
の
と
こ
ろ
極
め
て
少
な
い
。
来
年
の
石
山
研
の
卒
論
は
研
究

室
と
し
て
の
主
題
を
与
え
的
を
絞
ろ
う
か
と
思
う
。
学
生
は
大
半
が
オ
タ
ク

的
傾
向
の
枠
内
に
居
る
か
ら
、
主
体
的
思
考
は
不
可
能
に
近
い
。
が
、
方
向

を
与
え
れ
ば
そ
の
目
的
に
辿
り
着
く
ス
ピ
ー
ド
は
速
い
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

あ
あ
言
え
ば
、
こ
う
言
う
型
の
へ
理
屈
学
生
も
急
増
し
て
い
る
な
。
二
〇
時

過
世
田
谷
村
に
戻
る
。
総
選
挙
の
開
票
速
報
を
Ｔ
Ｖ
で
見
な
が
ら
、
セ
ル
フ

ビ
ル
ド
の
原
稿
を
書
く
。
一
時
四
〇
分
修
了
。
選
挙
は
民
主
党
急
伸
。
自
民

停
滞
の
結
果
と
な
る
。
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